
鶴見川流域水マスタープラン（水マス）10周年記念シンポジウム

温暖化豪雨時代を救う！

鶴見川の源流 の

と
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体験バスツアー

お問合せ･お申込み

温暖化豪雨時代を救う！

鶴見川の源流 の

と魅力

保水力

行ってみよう！鶴見川源流保水の森

＆調整池見学バスツアー
（シンポジウムのエクスカーションです。）

知ろう！

温暖化豪雨時代

緑緑

要申込･参加無料
（詳しくは裏面へ）
※定員になり次第終了

主催：鶴見川流域水協議会（国土交通省関東地方整備局、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、町田市、稲城市）

鶴見川流域水マスタープラン（水マス）10周年記念シンポジウム事務局
TEL: 045-633-4133  FAX: 045-546-4344  E メール : entry20140914@tr-net.gr.jp

保水のしくみや源流域の先駆的な学
習をする小学校の取組み･事例など
をご紹介。温暖化豪雨時代に突入し
た今、流域全体から一人ひとりがど
うすればよいか考えます。

2014

（日）
9/14

9:30-12:00

●場所
町田市文化交流センター 6F ホール（13:00 開場）
JR 横浜線「町田駅」町田ターミナル口直結（改札出て左へ）

●コメンテーター
岸由二氏（慶應義塾大学名誉教授）

●パーソナリティ
上田壮一氏（一般社団法人 Think the Earth 理事・プロデューサー）

●パネリスト
NPO 法人鶴見川源流ネットワーク、町田市立小山田小学校
川崎市立東柿生小学校、川崎市、町田市
国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所

上田壮一氏

淵野辺駅
南口

バスロータリー

●交番

集合場所

★

★

　町田市に鶴見川の源流が
あることを知っています
か？町田市小山田は鶴見川
の源流。森からの１滴が集
まって下流へとくだり、大
きな川となって河口の街・
横浜市鶴見区生麦から東京
湾にそそぎます。
　ホタルが舞いキツネやウサギが暮らす魅力的な緑と、点在
する防災調整池は、そろって下流を洪水から守るすぐれた保
水力をもっています。

鶴見川源流域

定員50名

シンポジウム

パネル展示

13:30-16:00

9/8（月）～12（金）8:30-17:00

定員150名

●スケジュール　JR 淵野辺駅南口 9:10 集合 /9:30 出発～杉谷戸調整池～源流展望点～小山田桜台調整池～町田市文化交流センター 12:00 着
 （↑小山田小学校斜め前、ここから乗車も可能です） （↑JR 町田駅前）

小山田小学校の
植樹風景

保水の森づくり

JR 町田駅
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会場
町田市文化交流センター 6F ホール

（1F 郵便局左入る）

町田市役所 1F�イベントスタジオで、水マスの取り組みと地球温暖化をパネルで紹介�（「下水道の日」に合わせた PR イベントと同時開催）



メールでお申込み
下記項目をご記入のうえ、上記メールアドレスまでお申込みください。

●参加する部　①体験バスツアー・シンポジウム両方参加　②体験バスツアーのみ参加　③シンポジウムのみ参加
●お申込者様の氏名
●お申込者様のご住所
●お申込者様の電話番号
●参加される方全員の氏名

entry20140914@tr-net.gr.jp

お電話でお申込み
下記項目をご用意のうえ、上記電話番号までお申込みください。

●参加する部　①体験バスツアー・シンポジウム両方参加　②体験バスツアーのみ参加　③シンポジウムのみ参加
●お申込者様の氏名
●お申込者様のご住所
●お申込者様の電話番号
●参加される方全員の氏名

ファックスでお申込み
下記項目をご記入のうえ、上記 FAX 番号まで送信しお申込みください。

参加に伴う個人情報の取り扱いについては、本企画の実施に限り使用させていただきます。

TEL: 045-633-4133

FAX: 045-546-4344

申込者氏名

参加する部

申込者住所

申込者 TEL

申込者 FAX

参加される方
全員の氏名

以下いずれかにチェックを入れてください。
①体験バスツアー・シンポジウム両方参加　②体験バスツアーのみ参加　③シンポジウムのみ参加


